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あげられるO朝鮮総督府警務局の作成した 1938年末調査の統計によれば， I"在監思想犯人J 1298







過程での『親日 J， r民族反逆』 行為を， 帝国主義 (天皇制権力) に対す る独立闘争を絶対的価
値規準として基本軸に置くことで，転向と定義し得る」。
このような捉え方の結果として，転向は， I"親日 J (=I"民族反逆J)行為として， I"強く倫理










本稿では「転向」の概念として， I共産主義者の共産主義描棄を意味す る … … い わ ば小括弧に





















周知のように，日本においては， 1933年の獄中共産党幹部の転向声明以来， 大量転向が生 じ
た。これに対して，朝鮮においては，やや遅く 1935年頃になってから転向が一般化したとする
見解がある 7)。しかし，統計上の数字から見る限り，転向者の数が急激に増加しはじめるのは




1936年6 月 ， 朝鮮全体に は治安維持法違反で受刑 し て い る者は692名お り ， こ の 内 ， 転向者
は 166名 (24%)，準転向者は162名 (23%)だった(これ以外は，非転向者169名 - 24%，未調
査195名 - 29%)。翌1937年 6月においては，治安維持法違反全受刑者553名中，転向者は1 79名
(33%) ， 準転向者は140名(25%) を 占め た (非転向者は116名-21%， 未調査は118名21%) 9)。
他方， 1936年5 月 ， 日本にお いて は全国の治安維持法違反受刑者は438名で， 転向者241名(55
%)，準転向者83名(19%)だった(非転向者は114名 - 26%)。
日中戦争前のこの時期，朝鮮の方が日本より治安維持法違反受刑者が多かったこと(人口比








転向五i\\~ 朝鮮(1936年 6 月 ) 朝鮮(1937年 6 月 ) 日本(1936年 5 月 )人数 % 人数 % 人数 %
「拘禁ニ依ル後悔自新」 113 34.6 101 31.7 25 7.7
「近親愛其ノ他家庭関係」 11 33.8 112 35.0 138 42.7
「訓諭教議ノ結果」 6 20.1 65 20.4
「主義理論ノ精算」 14 4.3 14 4.4 40 12.3
「国民的自覚 J 7 2.1 5 1.6 73 22.5
「信仰上」 6 1.8 10 3.1 20 6.2
「性格健康等身上関係」 3 0.9 8 2.5 24 7.4
「其ノ他」 8 2.4 4 1.3 4 1.2
計 328 100.0 319 100.0 324 100.0
出典: 1朝鮮J - 1思想、犯受刑者諸表J (r思想量報』 第12号， 1937年9 月 ) 185頁， 1 日本」 池田
克「左翼犯罪の覚え書J (池田克，毛利基編「防犯科学全集」第 6巻，中央公論社， 1936
年) 224 頁。
注: 1転向動機」 の項目 は， 1朝鮮」 の方の典拠資料(I 思想犯受刑者諸表J ) の表記に合わせ
た。「日本」の方の典拠資料(池田克「左翼犯罪の覚え書 J)では， 1拘禁ニ依ル後悔自新」
が「拘禁ニ因ル後悔 J， 1主義理論 ノ 精算J が 「共産主義理論精算J と 表記 さ れて い る 以

















活動をした菱文秀が， 33年に検挙さ れ転向 し た後に述べてい る と こ ろ では ， 朝鮮人共産主義者
の転向は，日本人の転向とは異なり， I社会的迫力に摺伏さ れた も ので はな く ， 従来血塗れの 自
己経験と客観的情勢との結論に逢着されたもの」だと自己分析しているO同じ運動に呼応し，
1930年 ソ ウ ルの共青細胞組織に入会 し て検挙さ れ， 後に転向 し た黄舜鳳 も ， I朝鮮 に於 け る 思
想転向者は，権力の前の屈服者としてゾはなく，過去の永い政治運動の必然的運命としての転
向であると見倣されねばならぬJ I過去のあ ら ゆ る形態の革命的政治運動が朝鮮の民衆を救ひ
得ないとすれば他の形の政治運動が求められねばならぬ」と主張している 11)。






このように朝鮮人転向者は，しばしば，転向が「権力の前の屈服J I外力 ノ 強圧」 に よ る も
のではないとして自発性を強調し，その中核に朝鮮民衆の「救済J I幸福J I発展」 な どの主張
を置いたのだった。

























さへ極言する者もゐたのである J 17 )。
以上に見たように，朝鮮人共産主義者において，転向は，権力の強制によってもたらされた
という性格が強く，それと表裏一体の現象として内発的な思想転換の自覚を伴いにくいものだっ

















1925年か ら27年にかけ ， 光州青年会， 光州青年同盟， 全南青年連盟， 新友会な ど， 光州地域の
多くの社会主義系青年運動団体に幹部として名をつらねており 20)， 27年9 月 に検挙さ れた と き
は光州青年会委員長だった21)。















これらの手がかりを総合すると，菱永錫は， 1920年代社会主義に傾倒 し ， 朝鮮共産党に参加
するかたわら，地元光州で青年運動や学生の組織にも関わった現地活動家ということになるだ
ろう。
さて， 1929年12月 末， 差 は治安維持法違反で収監さ れてい る 27) 。 時期か ら見て光州学生運動
















そして， Iつ ら 〈 内省す る に大和民族の結成体こ そ J I真の世界平和を建設す る原動力」 であ
り，その中心の「天皇は大和民族の天皇であるばかりでなく，将来人類を救ひ導いて下さる
可き世界の指導者」と考えたと主張しかかる日本国体を基盤とした「万邦協和」の根幹と



























1 里見岸雄の 日本国体学と そ の朝鮮論









35年9 月 の第4 次 「鮮満巡講」 か ら であ る O 同年朝鮮総督府警務局保安課長に就任 し た 日 蓮教
徒上内彦策の要請により，以後，朝鮮総督府嘱託という資格で巡講することになったことによ
る 32)。翌年朝鮮総督に就任した南次郎が「五大政綱」の第一に「国体明徴」を掲げたこともそ









現実性のない独立運動は， I全 く 日本帝国の為め， 延いて は朝鮮民族の為め不幸で あ る か ら ，
これは能ふ限り沈静せしめ消滅せしめなければならぬJ (21頁) 0 I朝鮮民族 と し て の対抗意識
が消滅し，天皇の御子として臣民としての純粋なる自覚に徹底してしまへば，そこには，最早
や，民族的障害といふものは取除かれ，全く忠良純粋の日本臣民たるの事実のみが輝き亘」り，
「同権同義務」は「求めなくても自然に得られる」のである (22 --23頁)。また， I内地人の使
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命」に触れて， I既に我が版図 と なれ る地の新同胞を， 建国の理想， 皇道精神に則 っ て心か ら
一宇と為し同胞と為し得ない様な卑劣な征服者根性で，どうして皇運を扶翼し得ょう」とも述
べる (31頁) 。
かつて里見は， 100版を越え る売れ行き を示 し た著書 『天皇 と プ ロ レ タ リ ア J (アルス社，
1929年) にお いて， I国体 と 資本主義制度の同一な ら ざ る こ と を指摘 し ……天皇は プ ロ レ タ リ
アの敵でない」とし， I四民平等一君万民挙国一体共存共栄の道 こ そ 日本国体」 と論 じ た34) が，
それと同様に，一君万民主義のもと朝鮮民族が「天皇の御子」に同化することで「同権同義務」


















「臣民」としての自覚の徹底などの論点よりも， I皇道精神に則 っ て心か ら一宇 と為 し 同胞と為
し得ない様な卑劣な征服者根性」をもった日本人への批判であったことが判るだろう。里見の
日本国体学は，そのような朝鮮人の不満を吸収しつつ， I 日本国体」 への朝鮮人の統合を期 し
たのである。
2 転向者差永錫と里見岸雄
差永錫が初めて里見岸雄と接触したのは， 1938年6 月 ， 里見が第7 次 「鮮満巡講」 で朝鮮を





教徒藤田玄太郎(日本国体学会，国柱会に所属) 41) と 知 り あ っ てお り ， そ の勧めで里見の著書
を読み， 1里見の民族問題 ・ 朝鮮問題の学説は……あ ら ま し知 っ てい た」 と さ れてい る O 差は，
藤田の紹介により大田で里見の講演を聴き，清州への移動の道中にも同行し円、ろいろな問題





















受けし人々ばかり J 14, 5名 を集め た 「光州青年指導者座談会」 を開 い て い る 46 ) 。 激論が交わ
されたらしく，里見は，深夜「へと/、になって宿にかへ」ったと日記に記している。
翌1939年 1月には，差と藤田は，里見の理論に基づく「東亜協和理念研究所設立委員会」を
光州で結成している。中島命門も支援したという (I金龍済回顧J C , 68頁 ) 0 r国体学雑誌、」







程度J (I金龍済回顧J C , 68頁) の も の に と ど ま っ た よ う であ る 。
社会運動から身を遠ざけることを「機会主義者の詑弁」と難じ， 1可能な範囲に於ての活動」
を求めてやまなかった差永錫は，以上のような活動が朝鮮民族の「幸福」に合致することを強














経歴を有する者が里見に接触を求めたことである 51 )0 6 月8 日 ， 萎の紹介で， 朴照道が里見 と









者だった。かつて 3 ・ 1独立運動において独立宣言書に署名したキリスト教系民族主義者朴照
道は， 1922年雑誌 『新生活」 を発刊 し朝鮮にお け る社会主義伝播の有力な媒体を提供 し たが，





などを指導したが， 23年か ら10年余 り 英米に留学 し ， 帰国後37年に は主宰 し てい た青丘倶楽部
を解散させられ「親日」を誓わされていた。
もっとも，これらの人物は，そのまま里見に付き従って活動したわけではなかった。里見が，






















台頭してきたことに注意を向け， I朝鮮の知識階級中に は こ の東亜連盟に賛成 し努力す る 者 も
いる模様だ」と述べている 54)。ただし，玄は， I筆者の よ う な急進的内鮮一体論 は彼 ら の批判
の対象となることだけは想像がつく」として立場の違いを明らかにすることの方に力点を置い
ている o I差別か ら の脱出」 の た め に朝鮮固有の文物 ・ 精神一切の精算を主張 し て い た玄の よ
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うな人間にとっては. 1民族が存在す る聞はそ の民族感情を十分尊重せね ばな ら ぬ……言語風
俗等を政治の威力によって急速に変革せんとするが如きは，厳に慎まねばならぬJ 55) と の東亜
連盟論の主張は受け入れられなかったのである。
また，玄とともに緑旗連盟などで活動した李泳根も. 1942年， 東亜連盟論の影響力を認めつ
つ，それを批判している 56)。東亜連盟論が「朝鮮に於ける民族主義者を強く刺戟し J 1一部の
連中は志士然として節を曲げないとかで民族独立理念を民族協和乃至民族自治に置換へて考へ
てゐる」。李の理解では，東亜連盟運動とは. 1朝鮮人を一民族のルー ト と し て認め， かっ朝鮮
をも，東亜連盟のー構成単位として見ゃうとする理論」に基づき，総督府の方針を「恐ろしく
悪いもの」と宣伝する運動だった。そしてかかる運動は. 1朝鮮を併合以前の状態に帰 さ う と




















会見後朝鮮に帰国した萎は「東洋之光』誌の創刊 (39年 1月)を眼にしたとされている (I金










ところで，先にあげた金龍済の回顧は，既に指摘されているように， 1当事者の みが知 り う
るディテイル」を豊富に含む反面， 1基本的な と こ ろ で事実認識に ブ レ があ る J 62) 。 そ れ は ，
差との最初の会見で，石原が次のように述べたとされているところにまず現れている (I金龍









る。満洲帝国協和会中央本部に所属し東亜連盟論に共鳴していた金昌南は， 1940年12月 ， 1 日
鮮両民族ノ協和国」を提唱する書簡を石原に送ったが，石原はこれを一種の朝鮮独立論と受け
止め，強く批判した。「今日は既に一民族一国家の主義にとらはる〉ことなく， rな し得る限 り





















で下相談を始めた矢先，雑誌『東洋之光』発刊を知った(，金龍済回顧J C, 12 ，....，13頁) 。 菱は，
東洋之光社社長朴照道と交友関係にあった李恒発66)を仲介として，藤田とともに朴に面会し，
運動参加を承諾させた(同前， 13 ，....，21頁) 。 さ ら に ， 朴照道の発議で， 民族主義右派の 巨頑張
徳秀を 3ヶ月かけ説得し，参加の意志を確認した(同前， 22, 26頁) 。 こ れ以降， 東洋之光社
関係者を中心に陣営は急速に整い，正式メンバ- 8名により，朴照道を代表とする「朝鮮東亜
連盟本部J 67)(以下，朝東連とする)が結成された。 1939年中のことだという(，金龍済回顧」














この系列に属する者としては，正式メンバー以外にも， r東亜 日報』 社長で同紙廃刊の 口実
を与えかねないとして運動参加を拒んだ宋鎮高(，金龍済回顧J C , 42"""45頁) ， 東亜 日報社を
創立した兄金性沫とともに湖南財閥を築き，東亜連盟運動には資金援助をしたという金季沫





表 2 r朝鮮東亜連盟本部」 の正式盟員
姓名 主な運動歴 東洋地之位光，社職内業での 盟員役割と分し担ての 石原莞と爾の接・曹触寧柱
朴照道
1919年3 ・1 運動 「民族代表」 東洋洋之光社社長，同理事 代表 39.11.11, 44.3頃
1922~23年 『新生活』 主宰





1929年 「東亜 日報」 奉天支局長
1920年代青年運動に参加 東洋之光社経理部長 組織責任者 39.11.7, 40.6.2 ,
萎永錫 第3次朝鮮共産党光州地区組織員 40.7.31 , 40.6 頃 ，
41.9 頃
金龍済
1927 年渡 日 し ， 日本プ ロ レ タ リ ア作家 東洋之光社事業部長，後に編 幹事
同盟，日本プロレタリア連盟等に参加 輯部長
食鎮照
1925 年朝鮮共産党創立に参加， 同中央 医師 盟員
執行委員。「新生活』編輯障に加わる
藤田玄太郎
光州で料亭経営 連絡責任者 39.9.30 , 40.8頃
中島命門
朝鮮総督府警務局図書課属 情報責任者
出典: I金龍済回顧J A. 266 頁 (同 B . 158~159 頁， の記述 も 同内容) 0 I東洋之光社内での地位， 職業」
欄については，森田芳夫「朝鮮思想諸陣営 J cr 東洋之光』 第 1 巻第12号. 1940 年1 月 ) 55~56 頁，
林鍾国『親日文学論 J C邦訳， 高麗書林. 1976 年) 37~38 頁 も参照 し た。 「石原莞爾 ・ 曹寧柱 と の接
触」欄は，石原莞爾「日記 J C角 田順編 『石原莞爾資料 一 国防論策篇 一』 原書房. 1971 年， 所収入
内務省警保局編刊「昭和十七年中ニ於ケル社会運動ノ状況 J 830 頁， 曹寧柱氏の筆者 に対す る談話
(1 996年 2 月 2 1 日 ) に よ っ て確認 し え た も のをあ げてい る 。
注 1 :I東洋之光社内での地位， 職業」 欄は， 原則 と し て1940年時点の も のをあ げてい る 。


















報告はしない鉄則が守られていたJ (I金龍済回顧J B , 178頁) 。 運動の実態につ いて は次節で
検討することとし，ここでは活動を支えた彼らの主張を検討したい。
萎永錫は， 1939年 7 月 か ら 「東洋之光」 に 「皇道朝鮮」 と い う 長大な論文の連載を始めて い
る。そこでは，差は， 1我が天皇政治」 の 「 こ の主義 [八紘一宇] は全世界を一家 と し ， 各民
族国家は，その如何なるを論ぜず平等な立場に於て相互尊重し，抱容協和して一体的人類の総
合文化に寄与し得る人格的結合を意慾するものであって，決して民族問に上下とか差別とか優




の日本国体学に接触した者が大半を占める o 1939年初頑か ら 同年半ばにかけ， 差永錫， 朴照道，
張徳秀あるいは藤田玄太郎，中島命門は里見の「鮮満巡講」に関わりながら，同時に東亜連盟




また，差永錫が1938年秋に執筆し， 1 日鮮両民族の一体的協和」 を説い た 「国体覚認」 と い
う論説(第 I章第 2節参照)は，藤田玄太郎によって『王道文化J 1940年 7 月 号に紹介 ， 掲載
されたものである (I国体覚認」冒頭の藤田注記による ) 0 r東洋之光」 の よ う な御用雑誌でな








しかし，少なくとも，彼らが， 1金龍済回顧J C , 99頁の い う よ う に ， 1朝鮮の独立運動を理
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解-共鳴」していたとは思われない。藤田は， r王道文化」 誌上に い く つ か の朝鮮論を書い て
いるが，その議論は，たとえば， 1本質的に は民族協和の主導者は 日本であ り ， 現実的 に は そ
うでなかった日本の二重性が，強く究明され反省されねばならない」としながら， 1内鮮が一
体になることは・・…・天業連邦としての東亜連盟結成の良き協同責任者たらしめることである」








感を与えるが，その参加理由は詳かでな~\。中島は， 1920年代よ り 全羅南道各地の警察署に勤











機関誌の配布については， r東亜連盟j 1940年6 月 号に 近況と し て I r東亜連盟J 朝鮮取
扱所」が京城府明治町 2 丁目 88番地に新設されたことが伝えられている 83)が，これは東洋之光
社の住所に他ならなし1。しかし，総督府の取締方針(後述)のもと機関誌類の普及は困難だっ
た。東亜連盟協会長だった木村武雄によると， 1朝鮮で は連盟主義者の ほ と ん どが 『赤だ』 と
きめつけられ， [東亜連盟]協会出版の本をもっているというだけで検挙された」という 84 )。
実際， 1942年東亜連盟協会を訪れた一朝鮮人は 「朝鮮に於て は東亜連盟関係書は入手困難」 だ






















朝東連が置かれた東洋之光社は常時憲兵の監視を受けていたという (I金龍済回雇員J A, 265頁)。
また，東亜連盟運動自体，朝鮮では事実上禁圧されていた。早くも，東洋之光社を『東亜連盟J
取次所にしたのと同じ頃， 1940年5 月 ， 朝鮮総督府警務局は， 東亜連盟運動が 「民族主義運動
に転化の虞多分にあるを以て之を阻止するJ，機関誌等出版物の取締を行い，関係者の動静も
内査するという取締方針を示した通牒を発している 88)。事実，同年中， r東亜連盟J 6 月 号所
載，陶山敏「新秩序に於ける朝鮮の再認識J，同10月号所載「東亜連盟と民族協和J，あるいは












は， r東洋之光J 1940年7 月号か ら掲載 し た 「皇道朝鮮J (前述)が総督府の検閲で「不穏論文」
として掲載禁止処分となったこと，また， 1ち ょ う ど朝鮮東亜連盟の 日本連絡代表 と し て ， 東
京へ派遣される必要があった」ことなどがきっかけとなり，東京に移っている (I金龍済回顧」



















4 萎永錫の運動 ・ 補遺
萎永錫は，東京に移った後も「たまに帰国して，同志たちに報告したが，朝鮮内の運動は足
ぶみ状態」だった (I金龍済回顧J C , 52頁) 。 かたわ ら ， 差は， 日本国内を中心に， 場合によ っ
ては石原に諮ることなく活動を行った，とされているO金龍済の回想に従えば，次のような 2







のかわりに羅景錫が出席し運動資金として 3万円を拠出した。この内， 2 万円 は下関在住の 同
志木村勘一郎96)が立て替えた(以上， 1金龍済回顧J C , 53"-'56頁) 。







7 方面軍に転出 し 口945年4 月 ] ，また，菱の腹心だった李景沫が情報を当局に流したため頓挫
した(以上， 1金龍済回顧J C , 59"-'60, 76"-'85, 92"-'95頁) 。












②については，日本敗戦前後の石原とも接触の機会のあった山口重次が， 1石原の同志 ， い
いかえると，東亜連盟同志会の会員は，朝鮮には非常に多かった。みな朝鮮独立運動を目ざし




想にも共鳴しており， 1940年， 支那派遣軍参謀長 と し て発表 し た 『派遣軍将兵に告 ぐ』 で東亜
連盟結成を呼びかけている o 1941年7 月 ， 朝鮮軍司令官に な っ てか ら も東亜連盟運動に関与 し
ていたことは，東京・上海で活動した木村武雄(東亜連盟協会会長)と面会したり，木村の友
人を介して連絡を取りあったりしていたことによって知られる 99)。また， 1朝鮮軍司令官だ っ
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た板垣大将はしばしば朝鮮青年たちと龍山の官邸で会って」いたとの証言もあり 100 ) ，曹寧柱

































にかけ， r鮮満巡講」 に従い， 東亜協和理念研究所設立委員会を結成 し た。 そ し て萎 は ， こ の

















菱永錫自身も，朝鮮の転向者について， r収容， 強制指導委任等々 の言葉が彼等を恐怖に戦
かした」のであり， r元々理解 し てゐな い所へ， 時局に推さ れた為に嫌々乍 ら 引 き づ ら れ る 」











1 引用文中の [ ]は引用者による注記，……は引用者による略記を表す。
2 引用文の漢字は当用漢字に改め， 聯盟 と記すべ き と こ ろ を連盟と表記する な ど若干手を加え た。
3 1満洲J， 1京城J ， 1内鮮一体J， 1皇民」 等の括弧を省略 し た。
4 東亜連盟運動において菱永錫の同志と な っ た金龍済の回顧につ いては次のよ う な略記を用 い る 。
・金龍済「告白的親日文学論一一大村教授叶lオl首さ千七偽装親日文学4真相 J (r韓国文学J 第
58号， 1978年8 月 ) → 「金龍済回顧J A 。





1)朝鮮総督府警務局編刊『最近に於ける朝鮮治安状況昭和十三年j (復刻，巌南堂書店， 1978年 ) 20
頁。
2) 金石範 『転向 と親日派j (岩波書店， 193 年) 10 頁。 親 日派研究につ いて は， 李憲鐘 「親 日 派 問題
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総動員朝鮮連盟に参加している。
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論文， 159---162頁， 参照。
55) 東亜連盟協会編 『東亜連盟建設要綱 (第2改訂版) J (立命館出版部，1940年) 67頁。
56) 以下， 上田龍男 [李泳根の創氏名] r朝鮮の問題と其の解決J (京城正学研究所，1942年) 30---31,
60---61頁。 こ の資料は水野直樹氏よ り 提供を受けた。
57) 朝鮮総督府編 『昭和十六年十一月 第七十七回帝国議会説明資料J (r朝鮮総督府帝国議会説明資料』
第 2巻，不二出版， 1994年) 241頁。
58) 1金龍済回顧J C に よ る 。 石原は， 里見の父田中智学の創設 し た国柱会に 1920年入会 し て い る 。 石
原は， 1923 年か らの ド イ ツ駐在以来里見と深い親交を結び， 里見の 日蓮解釈や国家観に も共鳴 してい
た。後に石原が東亜連盟運動を主導するようになってからも，里見は，運動理念の「王道論」の普遍
的価値の説明を試みている(松沢哲成『日本ファシズムの対外侵略』三一書房， 1983 年， 326---329 貞)。
差永錫と里見，里見と石原の関係から見て，差が東亜連盟運動に接近したのは里見の紹介によるとす
る「金龍済回顧 J C の記述は妥当だろ う 。
59) 1金龍済回顧J C , 1 頁では， 1 日本文化研究所の里見岸雄が主宰 し た夏期研修会を終え た翌日 ， 菱
永錫は里見の紹介で，石原会見に馳せて行った」とし，これを1939年 8月のこととしている。確かに，
1939年8 月 には国体科学夏期講習会が聞かれてい る が， こ の時， 石原は舞鶴要塞司令官か ら留守第16
師団司令部付となっており，また， r東洋之光』 も既に刊行さ れた時点であ り ， 前後の文脈がつ な が
らなくなるため，金龍済の回顧のこの部分は本稿では採用しなかった。
60) 以下， 原田， 前掲書， 200, 203頁。
61) 文彰会は， 1939年2 月 か ら3 ヶ 月 間 日本国体学会で里見の指導を受け， 里見門下の朝鮮人 と しては
最も日本国体学に傾倒したという (I文彰会氏の帰鮮J r国体学雑誌』 第210号， 1939年7 月 ， 59頁 ，
里見，前掲 n国逆の群像J 352頁) 。
62) 大村益夫 「愛する大陸よ 詩人金竜済研究J (大和書房， 1992年) 158---159頁。 こ れ は 「金龍済
回顧J A に対する評であ る 。
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63) 金昌南宛石原莞爾書簡， 1940年12月23 日 c r石原莞爾資料 (マ イ ク ロ フ ィ ルム ) J 国会図書館憲政資
料室所蔵，リール 2の内「師団長時代」所収)。前掲，拙稿， 77--78頁参照。
64) 曹寧柱 「石原莞爾の人と思想J C石原莞爾生誕百年祭実行委員会編 『永久平和への道 い ま ， な
ぜ石原莞爾か」原書房， 1988年) 226頁。
65) 東亜連盟運動を独立運動と考え る金龍済の思い こ みが， 運動当時か ら存在 し た も のな のかど う か確
言することは困難である。大村，前掲書， 163頁は， I情報が乏 し い上に， 心身 と も に困窮の境にあ っ
た金竜済は，東亜聯盟を抗日組織と錯覚したに違いなかった」と推測し，金の誤認が運動当時からあっ










66) 李恒発は， 朝鮮共産党， 新幹会に参加 し た経歴を持つ。1920 年代， 朴照道主宰の 『新生活』 に寄稿
しており，また，光州学生運動では萎永錫と接触していることから見て，朴・差両者と面識があった
はずである。
67) 坪江泊二 「改訂増補 朝鮮民族独立運動秘史J C巌南堂書店， 1966 年) 246 頁では， I朝鮮東亜連盟同
志会 Jとしている。
68) 白土菊枝 (旧姓小泉) は， 戦前， 東亜連盟協会中央参与会員重鎮だ っ たが， 戦後1978 年に ソ ウ ルで金
龍済と差永錫に面会するまで，彼らの運動を知らなかったという(白土「将軍石原莞爾その人と
信仰に触れて」同刊行会， 1992 年， 326--327 頁) 。
69) 坪江， 前掲書， 246 頁は ， I朝鮮東亜連盟同志会」 の メ ンバー と し て， 会長張徳秀， 常任世話役萎永
錫，その他資金提供者として金性沫，羅景錫を挙げている。参加者名は金龍済の回顧と重なるが，役
割分担の記述が若干異なる。また，表 2以外の人物が関わった可能性もないではない。たとえば「金
龍済回顧 J A ， 同B では名が出てい な いが， 同C ， 28 頁では， 正式盟員 (外交責任者) と し て朴錫胤
があげられている。朴が東亜連盟論の共鳴者だったことは事実だが，活動の中心は朝鮮ではなく満洲
だったと思われるので(前掲，拙稿，参照)，表 2に入れなかった。この他，曹寧柱氏の筆者に対す
る談話(1 996年 2月 21日)では，朝鮮における東亜連盟運動の重要人物として，再漢竜という人物を
あげている。再は朝鮮と日本を往復して運動に携わったという。もっとも再は，戦後直後，朴烈系の
在日朝鮮人無政府主義者を集めた促進会(1 945年 10月結成)に参加していることから見て(鄭哲『民
団在日韓国人の民族運動」洋々杜， 1967 年， 36 頁) ， そ の運動拠点は 日本にあ っ た の で は な ~ ) か
と思われる。
70) 並木真人 「植民地期民族運動の近代観一ー その方法論的考察J cr 朝鮮史研究会論文集』 第26号， 1989
年 3 月 ) 。
71) こ れ ら の人物が東亜連盟論に共鳴 していた こ と は恐 ら く 事実だろ う 。 曹寧柱， 前掲談話 も ， 宋鎮再




1971年， 346, 367頁) 。
72) 朴照道は， 差永錫 らか ら活動の報告を受けていなか っ た (後述) 。 ま た， 張徳秀は 「一度 も [東洋
之光]社に顔を出したことがなかったJ (I金龍済回顧J B , 174頁) 。
73) 曹寧柱， 前掲談話では， 朴， 張 らが東亜連盟論の共鳴者であ る こ と は認めなが ら も 「彼 ら は東亜連
盟運動の『東』の字も知らなかった」と酷評している。
74) 五百旗頭員 「東亜聯盟論の基本的性格J (rア ジ ア研究』 第22巻第 1 号， 1975年4 月 ) 33"'34頁， 松
沢，前掲書， 318"'324頁。
75) 朴照道 「転向者の新 し き進路J (r東洋之光J 第 l 巻第 6 号， 1939年6 月 ) 3 頁。 「金龍済回顧J B ,
140'"141 頁に よ る と ， r東洋之光』 誌上の朴照道名の論説は， 日本語文章能力の不十分だ っ た朴にか
わり，金龍済が「彼[朴照道]の論旨の要点をメモにとって，適当に潤色代筆した」ものという。
76) 萎永錫 「皇道朝鮮J (ー) (r 東洋之光J 第 l 巻第 7 号， 1939 年7 月 ) 60"'61 頁。
77) r王道文化J は， 1938 年2 月創刊の精華会機関誌。 精華会は， 1934 年10 月 ， 国柱会の青年部 と し て




よ」と説いた頃が転換点と思われる(白土，前掲書， 291 頁) 。
78) な お， 萎永錫 「国体覚認」 の掲載さ れた 「王道文化』 第3 巻第6 号の裏表紙見返 し 「新誌友紹介」
欄には「光州同人会同人」として萎の名が記されている。「国体覚認」の掲載には精華会同人にもなっ
ていた差本人の意志が働いていたと考えられる。
79) 藤田は， 1939 年9 月 ， 石原 と面会 し ， 40 年8 月 頃に は， 東京で東亜連盟運動員の曹寧柱， 崖股桓と
運動拡大について意見交換をしている(表 2参照)。この他， 1940 年4 月 ， 1朝鮮の同志J 2 名 (姓名
不詳)と共に東京の精華会本部を訪れ， 1朝鮮の現在及将来に関す る 問題」 につ い て議論 し て い る
(I 紅塵のかげか ら J r王道文化』 第 3 巻第 4 号， 1940 年5 月 ， 31 頁) 。
80) 藤田玄太郎 「王道文化と朝鮮J (r 王道文化J， 第 3 巻第10号， 1940 年12 月 ) 6 , 10頁。 藤田 は こ の
他にも『王道文化」誌上に， 1最後の出発J (第 3巻第 3号， 1940年4 月 ) ， 1朝鮮民族の誇J (第 3巻
第 4号， 1940年5 月 ) な どの文を寄せてい る が， いずれ も同趣旨であ る 。 ま た， 藤田 「東学革新の研
究J C下) cr東洋之光』 第 6 巻第 9 号， 1944年10月 ) 33頁に も ， 同様の朝鮮観が窺われる 。
81) 曹寧柱， 前掲談話に よ れば， 石原は藤田の こ と を 「親 日派」 な らぬ 「親鮮派」 と 呼んでいた と し寸 。
82) 緑旗連盟機関誌 『緑旗」 第1 巻第8 号 (1936年8 月 ) の 「新連盟員紹介」 欄， 54頁 に は ， 1光州府
藤田源太郎殿」の名が見える。また，同連盟幹部をつとめた森田芳夫は戦後，藤田を「同志」として
回想している(森田「李君への手紙J r王道文化J 第10巻第 5 号， 1949年8 月 ， 39頁) 。 な お， 緑旗連
盟については，高崎宗司「緑旗連盟と「皇民化』運動J (r季刊三千里』 第31号， 1982年8 月 ) 参照。
83) 1東亜連盟協会ニ ュ ー ス J (r 東亜連盟』 第 2 巻第 6 号， 1940 年6 月 ) 120 頁。
84) 木村武雄 『自伝 米沢そんびんの詩J (形象社， 1978 年) 164 頁。
85) 1朝鮮問題に就てJ (r 東亜連盟』 第 4 巻第 5 号， 1942 年5 月 ) 35 頁。
86) 平津光人 「東亜連盟の理念と実践J (石原莞調生誕百年祭実行委員会編，前掲書) 168 頁。
87) 高検秘第72 号 「時局下ニ於ケ ノレ思想、犯罪ノ 防遍ニ関ス ル件J (1 941年 2月，斉藤栄治編『高等法院
検事長訓示通牒類纂 J 1942 年， 辛珠柏編 「 日帝下支配政策資料集』 第8 巻， 高麗書林， 1993 年 ， 102
頁) 0 1戸津京城地方法院検事正の管内状況報告J (1 943年 4月，高等法院検事局編「朝鮮刑事政策資
料昭和十八年度版 J 81 頁) 。 両資料は水野直樹氏の提供に よ る 。
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88) 内務省警保局編 『昭和十七年中ニ於ケル社会運動 ノ 状況~ 831~832頁。
89) 朝鮮総督府警務局図書課編 『昭和十五年中に於け る朝鮮出版概要~ 113~117頁。
90) rj法政新聞~ 1941 年2 月5 日 。1941 年1 月 の閣議決定につ いて は， 前掲， 拙稿， 79 頁参照。
91) r東洋之光』 誌上で 「皇道朝鮮」 が第 5 固ま で連載さ れた こ と ， 第 5 回cr 東洋之光」 第 1 巻11 号，
1939 年11 月 ， 所載) が明 ら かに未完結であ る こ と は確認で き る が， 筆者は1940~41 年の 『東洋之光』
誌を見ることができなかったため，連載がいつの時点で打ち切られたか，したがっていつ差永錫が朝
鮮を離れざるを得なくなったか，は正確には判らない。しかし， 1941 年4 月作成の 「東亜連盟東京支
部名簿 J cr 浅沼稲次郎関係文書~ 305 ， 国会図書館憲政資料室所蔵) 15 頁に よれば， 萎 は東京市板橋
区に住所を置いている。また，同年 12月アジア・太平洋戦争の勃発に伴い，特高警察は日本全国で
「朝鮮人思想、分子 J 124 名を予備検束 し たが， こ の時， 萎永錫 も東京で検挙さ れてい る c r特高月 報」
昭和 16年 12月分，朴慶植編『在日朝鮮人関係資料集成』第 4巻，三一書房， 1976 年， 769 頁。 こ の こ
とは「金龍済回顧 J C , 57頁 も触れてい る ) 。 こ れ らか ら見て， 差が1941年は じ め に東京 に移 っ て い
たことはほぼ間違いない。




安課から掲載禁止が通達された。この経過説明では， I皇道朝鮮」 筆禍が菱の東京行 き の主因で
はなく結果とされており，大村，前掲書， 158頁 も こ の説明に し たが っ た記述を し てい る 。 し か し ，
この事件を，小磯総督の在任期(1942年 5月 ~44年 7月)とするならば， 1941年中に差が東京に移 っ
ていた事実と整合しない。恐らく，差が光州で検挙された事件は，東京に移つての後，朝鮮との連絡
を行っている際に起こったもので，これと「皇道朝鮮」筆禍による差の東京行きとを， I金龍済回顧」
B は混同 してい る のではな し 1か と思われ る 。
92) 坪江， 前掲書， 246頁。
93) 曹寧柱， 前掲談話。
94) 緑旗日本文化研究所編 『朝鮮思想界概観~ c緑旗連盟， 1939年) 50~51頁。
95) 曹寧柱， 前掲談話。 こ の時の こ と か ど う か判 ら な いが， 石原 「 日記J 1939年11月11 日 の条に は朴照
道の訪問が記されている(表 2参照)。また，石原は，緑旗連盟の皇民化政策への協力を批判してい
たから(白土，前掲書， 340頁， 森田芳夫 「明 日 に生 き る石原先生」 保坂富士夫編 『石原莞爾研究』
第 1集，精華会中央事務所， 1950年， 62頁) ， 同類の東洋之光社の親日活動に批判的だ っ た こ と は十
分考えうる。なお，石原のこうした対応に対し，朴照道は「だから私たちは石原について行くのだ」
と述べ，批判を逆に喜んだとし寸。
96) 木村勘一郎は， 確かに精華会関門同人会所属の人物と し て実在す る 。 ただ し ， そ の朝鮮観は， 朝鮮
に対する「侵略主義的帝国主義的植民観」を臼戒しつつ「天皇を中心としての朝鮮との同等的合体一
統」を理想としており，東亜連盟論の朝鮮論lこ忠実なものといってよい(木村「朝鮮の序列J r王道
文化」第 3巻第 8号， 1940年9 月 ) 。
97) 坪江， 前掲書， 246頁。 ただ し ， こ の時期石原が独 、ノ 開戦を唱えた事実は見あ た ら な い 。 石原の同
時期の講演録でも，ソ連がどれだけドイツに抵抗力を示すか軍事的に関心があると述べているのみで
ある(石原「欧洲大戦の進展と支那事変」角田編，前掲書， 487頁) 。
98) 山 口重次 『悲劇の将軍 石原莞爾~ c世界社， 1952年) 284頁。
99) 木村武雄 『政界独言~ c土屋書店， 1968年) 96~97頁。 こ こ に は， 京都の東亜連盟運動の中心者団
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中直吉に指導を受けた朝鮮人伊東薫(伊東勲李義根か)を木村に斡旋する板垣の私信 2 通 (1941年
か42年のものと思われる)も引用されている。
100) 白土， 前掲書， 329頁。
101) 曹寧柱， 前掲談話。
102) 板垣征四郎刊行会編 『秘録 板垣征四郎J (芙蓉書房， 1972年) 162-163頁。
103) な お， ②に名 のあが っ てい る 臼井倹吾が第20師団参謀長をつ と めたの は1938年7 月 か ら翌年12月 ま
でであり，以後，朝鮮関係の軍務にはついていなし、。時期的に見て，金龍済回顧の白井に関する部分
は明らかに事実に反する。
104) 三浦一郎 「半島の思想転向者に与ふ一一一 日本主義者の立場か ら J (r東洋之光』 第 1 巻第 3 号，
1939年3 月 ) 23頁。
105) 菱永錫 「東亜先覚志士記伝の読後感J (r東洋之光』 第 1 巻第12号， 1940年1 月 ) 67頁。
106) 朝鮮解放後の差永錫の足跡は ほ と ん ど明 らかにで、 き なか っ た。 菱高吉， 成大慶編 『韓国社会主義運
動人名事典』創作斗批評杜， 1996年， 15頁は， 1945年朝鮮共産党光州支部 に所属 し津陽郡人民委員
会委員を務めた，としている。一方「金龍済回顧J C , 75頁では， 萎が板垣征四郎の遺族をたびたび
慰問し(板垣は 1948年A級戦犯として刑死した)， Iかつては共産主義思想にだ ま さ れ経験」 も語 っ て
いた，としている。
(付記)本稿の作成に当たり，資料の閲覧や聞き取り調査などについて，特に以下の方々に大変お世話に
なった。記して謝意を表したい(順不同，敬称略)。曹寧柱(故人)，田中香浦(故人)，大村益夫，
大湊義博，水野直樹，河野信，平津光人，竹中順一，原田政盛，河本皐嗣郎。
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